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温 泉 植 物 成 分 の化 学 的研 究 (第1報)

無 機 成 分 に つ い て (そのl)

岡 山 大 学 温 泉 研 究 所 イヒ学 部

梅 本 春 次,

緒 言

温泉植物に裁 て,1884年 C･A･Ag(1.rdhが

CarlsbLIAdに於て研究を始めて以来,欧州,北

アフ リカ,北アメリカ並びにニユ-ジランド

に於いて研究が行われている.温泉の種類並

びに数の多いこと,温泉植物の豊富な点に於

て類ない本邦のこの植物に就ては,内外の生

物学者の注目の的となっていた.1888年同相

博士は定山渓温泉で温泉植物の研究を始め,

爾来堀博士,J.Rein,川村博士,li･Moris(二11,

江本,米田,岡田,広瀬,浜博士等に依って

本邦の殆 ど全地域に亘る況泉植物の採集並び

に分類が行われて来たが,その化学成分に就

ては未だ報告に接 しない.

著者等は採集並びに撰別に便利な温泉藻類

及び温泉水の供給をうけて生育する植物の温

泉に対する代謝の開拓,温泉藻類の無機成分

と温泉の泉質との関係,その有煙成分並びに

耐熱性について明らかにしようと思い研究を

第 1 表

御 船 政 明

始Iy)た.

本報では鳥取県三朝温泉産の藍藻 3種,並

びに三朝川産の緑藻 1種の無匪成分をスペク

トル分析 し,その主要元素の定量分析を行っ

たのでその結果を報告する.

実験材料及び実験方法

分析に供した使物の名称並びにその生育す

る源泉の状況を第 1表に示す･

探集した植物を400Cで乾燥恒量に達せし

め,更に 1000Cで乾燥後乾式法に従い成る可

く低湿で灼熱夜化 して有唐物を分解 して衣分

を得た.之を試料 として石英分･光写真賢算(良

津製 QI7-6O型)を用いてスペクトル分析 を

行った.スペクトル線の検索には主として木

村健二郎博士1㌧ 太秦東光博士2) の波長表並

びにM.Ⅰ.T.WabelergthTat)leによG),叉

標準 となる鉄スペク トル表としては,島津製

の写兵を開いた.

次にMgの定量にはOxineを用いた重量分析

些二一一昼 の 僅 状
種 名

藍声IaminosusLlohlu 1】積湯El't.I- ∫;3

PhDrmIldizLTnaTnbigELLLTn
GomvDnt

法,Caの定 量 には荏

酸アンモェウムを使っ

た滴定法,Feの定量に

はロダンアンモニウム

を用いた比 色 法,Mn

の定量には過沃素酸塩

による比色法,Siの定

量には重量 法 を用 い

た.
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実 験 結 果

スペクトル分析して,Na,K,Cll,Ag,Ca,

Mg,fh,Sn,Fe,Ti,Mn,Al,Si,Ge,Sn,

Ph,As,Sl),Mo,W,Niの存在を写実から

確認 した･以上の元素について一括し第 52表

に示す.

Mg,Ca, re,Mrl,Si等 の分析結果 につ

いては第 3表に示す.

総 括 と 考 察

棺物にとって生理上必要な P,S,Cl,S‥,

Fe,Mg,C,i,N･1,K並びに衣化の際失われ

第

る可能性が多いB以外の元素では4棺物とも

にC11,Sn,Al, Pl),Mn,Moが検出され,≡

朝混泉では直接河川水の混入することの稀な

2瀕泉の藍荘 (1),(2)にrlli並 びに可成 り

の量と思われるGeが含有されていることを

知った.温泉固有と考えられ る荘 類に(:･･eが

濃縮されていることは興味ある事である.

各植物の衣分含有率 (400Cで 乾 燥した植

物を基準とする)は,珪素の衣分･に対する含

有率と同様に (1)が 最大で,次 で (2),衣

で (3)となっている.(淡水産の緑藻は扱わ

2 表

十 確認 した元素 7 不明瞭な元素 - 存在しない元素
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種 名 ; MasligocladuslaTTu'TWSuSCohTも
Pfzol･TnidiuTn

ambiguu'nGo'nont i Euo'芸Lhut

No･ F (1) i (a)

1製 __翠.｣
衣
分

中の含
有率(%
)

Mg

C:I

Fe

Mn

Si

石 衣 奉

126.｣4 1.q.OL-1

0.25 0.77

2.34 r 6.7.3

:i.69 17.80

O.7() 3.37

27.22 11.40

0.13 ∃ 0.14

Oscilla.loria
Corlina(Me･-Legh.)

Rhi,i-ocolonizLTTL

hieT･Oglyphicurn

2.74

6.49

1.16

(I.03

7.5G

※ 400Cで乾燥した植物に対する含有率

ない.)

石衣率 (MgDに対するC.1.0の比を言い植

物に依って一定3)) は,(1)と (2)とは大体

近い値を示している.

Fe,Mnの次分に対する含有率は,(2)が

著しく高い値を示している.

結 論

三朝渦泉に生育す る藍藻 Ma･stij,,CldadELS

lami'wsusCohn (1).Phor'niditL'n ambigLLum

Go'nonE(2). Oscillaloria CorLiala (Menegh)

Go''wnE(3)並びに淡水に生育する緑藻 Rhi一

･zocoloniu'nhieroL,-lyphicLm (Ll)を採集 し,そ

の次分を石英分光写責苛芹を 用い て スぺクト

ル分析した結果,生理元素以外に 4植物とも

に(二Il,Zn,Al,Pl),Mn,Moを含有し,河

川水が直接混入する事の稀な源泉に生育する

括物 (1),(2)のみTi並びに可成りの量 と

思われる(ieの含有されることを知った.

次 分,Siは,(1)に,Fe,Mnは (2)に

最も多 く含有され,石衣率は (1)と (2) と

に於いて大差ないけれども,之等の点につい

ては今後の研究を要する･

終 に臨み本研究に当り終鶴激励 と御 援助 を賜っ

た桝昆大島良雄博士.植物の同定分類を担巻 して

頂いた京都大学農学部水産学教室米田勇一博士に

衷心より感謝の意 を蓑する･

本論文の要旨は昭和28年 5月日本化学会中国四

国支部常会に於て発表 した･
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CHEMICAL STUDIES ON THERMAL ALGAE (I)

ON INORGANIC CO~STUENTS (1)

Shunji UMEMOTO, Masaaki MIFUNE

(mVIS~ON OF CHE1VCSTRY, nALNEOLOmCAL LABORATORV,
OKAYAMA UNIVERSITY)

The therm~l algae which grew in the thermal w~ter of Mi:;.,\s1. Hot Springs, namely Mas

tigocladus laminosus Cohn (1), Phormidium ambiguum Gomont (2), Oscillatoria Cortiana

(Menegh.) Gomont (3) and the fre:>h w~ter nlga which gre\v in the River Misasa, namely
Rhi.!Ocolonium hieroglyphicum (4) were collected.

The s;;ectrographic analy:;is and quantit~.tive chemic:'! analanalysis of the a:>hes of the alw.e
ga\'e the following results:

1. All fom algae contair.ed Cu, Zn, AI, Ph, Mn, Mo be:>ides the phisiological elements.
2. T,,'o a1Wce, (1) and (2) which grew in thermal water rarely mixed with the ri\'er

water, cont~ined Ti ~.nd considerable amount of (~e.

:1. The highe:>t content of Si and highC"t \'[llne of ash per cent were thofoC of (1), and
their \'~ll1es were 27.22 % and 26.44 %.

4. The highest content of Fe and Mn were those of (2), and their values were 17.80 %
and 3.27 %.

ii. Cre:lt difference waS not detected between the rat:os of MgO/CaO of (1) ;md (2),
and their value:; were O. 13 (1) ~nd O. 14 (2).


